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 今年最後の「コロナ特集その８」です。 

 昨年１２月号の「その６」ではコロナが収まっ

たような報告をしました。今年５月の「その７」

では昨年１２月にオミクロン株が発生し第６波と

なって拡大、今年３月下旬に下火になってまん延

防止措置が全面解除になったブログまでまとめま

した。 

 ところがその後また新しいオミクロン株により

第７波が発生したのです。そしてその波はまだ続

いているようです。「その８」は今年の１１月下旬

までのブログしか載せられないので、年末にどう

なっているかは不明ですが、とりあえず今年のコ

ロナ特集の締めといたします。 

 

手賀沼通信ブログ抜粋－コロナ特集その８ 

 

コロナが第７波に突入（ＮＯ．１６１４）（令

和４年７月９日） 

 

 コロナが第７波とみられる感染拡大を広げ始め

ました。 

 ７月８日の日本国内の感染者は５万人を超え５

０,１０７人となりました。５月１４日に約５万５

千人を記録して以来です。感染者は全都道府県で

増加しています。オミクロン株の新系統「ＢＡ・

５」が広がったためと言われています。 

 ワクチンの２回目接種は全世代で８割を超えて

いますが、３回目の接種は４０歳代以下は３１％

～５９％で、全世代平均は６２％にとどまってい

ます。感染は４０歳代以下で目立っています。幸

い死者数は第６波の時より少ないですが、増えて

くる可能性があります。 

 私は７月５日にワクチン第４回目を打ちました

が、６０歳以上の４回目はまだ２３％ですので、

この実施を早めるとともに、３回目の接種率を上 

げていくことが必要と思われます。 

 また旅行割引キャンペーンの（県民割）の全国 

版「全国旅行支援」は開始時期をすくなくとも第 

 

７波が収まるまで延ばす必要があると思います。

「ＧＯ ＴＯ トラベル」の苦い経験を忘れては

ならないでしょう。 

 コロナとの付き合いは忍耐が必要と思います。

中国のようなゼロコロナは論外ですが、個人個人

が対処の仕方を考えることではないでしょうか。 

 

コロナの日本国内の感染者の累計が１千万人

を超えた（ＮＯ．１６１６）（令和４年７月１

５日） 

 

 ２０２２年７月１４日、コロナの日本国内の感

染者の累計が１千万人を超えました。 

 読売新聞に毎日発表されているアメリカのジョ

ンズ・ホプキンス大による統計によると、１千万

人を超えている国はアメリカの約８９００万人を

先頭に３４か国中１３か国です。日本は１４日の

感染者が９万７７８８人となって１３か国目にな

りました。 

 １４日の感染者数は、アメリカ、ドイツ、フラ

ンス、イタリアに次いで５番目に多い数字となっ

ています。アメリカに次いで３大感染国だったイ

ンドとブラジルは日本以下に抑えています。 

 最近の増加傾向を見ると、１５日には１日の感

染者が１０万人を超えることは間違いありません。

１０万人を超えれば２月８日以来となります。 

 政府は経済活動の制限や各所の人数制限は設け

ないとしています。はっきりした理由はわかりま

せんが、第６波までの経験から、制限を設けてて

もあまり効果はないと判断したのかもしれません。

経済活動を抑え込む影響の方が感染拡大より大き

すぎると考えたのかもしれません。 

 コロナは次々と変化しています。そのたびに感

染が拡大します。いまのところ死亡者はそれほど

増えていません。ワクチンを何度も打って重症化

や死亡者を少なくすればいいと考えているのかも

しれません。ただ、全国的な旅行の割引の実施は

先延ばしのようです。 
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コロナの日本国内の１日あたりの感染者数が

最多記録を更新、世界最多の記録を１９日間

続ける（ＮＯ．１６２４）（令和４年８月１１

日） 

 

 ２０２２年８月１０日、コロナの１日あたりの

感染者数が２５万４０３人となり、２５万人を超

えて７日ぶりに過去最多記録を更新しました。 

 ８月３日に２４万９８３０人を記録してから少

しずつ減少していたのですが、減少傾向は続きま

せんでした。これがピークなのか、さらに更新す

るのかわかりません。 

 世界的にみると７月２２日にアメリカの１日あ

たりの感染者を本格的に追い越してから、８月１

０日までの２０日間、１日だけわずかにアメリカ

が多かったのですが、それ以外は日本がダントツ

の多さを記録しています。いまや日本が世界１の

感染国になっています。これもいつまで続くので

しょうか。 

 お盆休みを迎えて日本から観光のための出国者

が増えています。コロナ前に迫る勢いです。いま

までは海外からの入国者がコロナを広めるのでは

ないかと心配でしたが、世界１となった日本から

の出国者がコロナをばらまいてくるのではないか

と余計な心配をしています。 

 感染者の増加につれて死亡者が増えているのも

心配です。８月２日に１４３人と３桁になって以

後、３桁の死亡者が続いており、９日には２７８

人、１０日には２５１人と増加しました。 

 病院に入るべき患者が自宅療養を続けざるを得

なくなっています。このまま何もしなくていいの

でしょうか。 

 

日本国内のコロナの死者が４万人を超える。

全数把握の見直しが今日から４県で始まる

（ＮＯ．１６３１）（令和４年９月２日） 

 

 令和４年９月１日、３０６人の死亡が確認され、

コロナの累計の死者数が４万２４８人となりまし

た。 

 第７波では感染者が急増したため、死者数も過

去最多となっています。４か月足らずで１万人増

えました。８０歳以上が死者数の７４％を占めて

おり、持病を悪化させて死亡する例が目立ってい

ます。私も心臓に持病があるため要注意です。 

 今日から感染者の「全数把握」の方法が見直さ

れ政府の方針に従って、宮城、茨城、鳥取、佐賀

の４県で県独自の方法で新たな仕組みを実施する

ことになりました。 

 いままではすべてのコロナ感染者の住所氏名な

どを確認して報告する「全数把握」の方式を取っ

ていましたが、医療機関や保健所の事務的な負担

が多いとの声が相次いだため見直しをすることが

決まりました。ところが見直しする方式について、

国が一律の方式を決めることをせず、各都道府県

に独自に決めるよう丸投げしたため、ほとんどの

知事が反発し政府に新しい仕組みを考えるよう要

求しています。それまでは今のやり方で行くこと

になりました。 

 ４県はあえて独自の方式を取ることになりまし

たが、その勇気は称賛に値します。 

 政府と厚労省役人の無策が浮き彫りにされまし

た。７月２２日以後、１日を除いて８月末まで１

日当たりの感染者の世界最多記録を更新し続けま

した。９月１日になってやっとアメリカを下回り

ましたが、まだまだ全国の感染者は高水準にとど

まっています。 

 早く政府が新しいシステムを導入すべきと考え

ます。 

 

コロナの日本国内の感染者が２０００万人を

超えた（ＮＯ．１６３３）（令和４年９月１０

日） 

 

 コロナの日本国内の１日あたりの感染者は８月

１９日の２３万１３４３人をピークに減少傾向に

ありますが、９月９日の９万９４９１人でついに

２０００万人を超え２０００万８５５７人となり

ました。 

 １０００万人に達するまでは２年半かかりまし

たが、２か月足らずでさらに１０００万増えまし

た。日本の人口の１５.７％、６.４人に１人が感染

したことになります。 

 日本は７月２２日にアメリカを追い越してから、

世界１の感染者数を出し続け、３日前からほぼア

メリカ並みの感染者数まで減りました。今では世

界で９番目の感染大国になっています。 

 ただ昨日９月９日の感染者数が、感染者の少な

い月曜日を除いて７月１９以来の１０万人を割り
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ました。この減少傾向がさらに加速することを祈

っています。 

 

全都道府県でコロナの全数把握の方法が変わ

った（ＮＯ．１６３８）（令和４年９月２６日） 

 

 令和４年９月２６日からコロナの全数把握の方

法が変わりました。 

 いままではコロナにかかった患者の氏名と連絡

先などを診断した医師が保健所に届ける必要があ

りました。この作業が医師の診療以外の負担を増

やしていました。 

 今後は、①６５歳以上、②入院が必要か必要に

なる可能性がある、③重症化リスクがありコロナ

の治療薬か酸素の投与が必要、④妊婦、の４通り

の場合だけ従来通りとして、それ以外は年齢層別

の患者数だけ保健所に届けるとしたのです。 

 実は見直しは今月２日以降に行われていたので

すが、やり方を政府が各都道府県に丸投げしてい

たため９県だけが実施し、あとの都道府県は統一

したやり方を政府が決めるべきとして実施を控え

ていました。 

 それが今日から統一した方法で実施されること

になりました。それに伴って都道府県の多くが市

町村別の新規感染者数の発表をやめることになり

そうです。 

 コロナの日本国内の新規感染者数は９月１４日

に１０万人以上を記録しましたが、その後は１０

万人以下となり、ここ２日は連続して５万人を切

っています。第７波も緩やかですが収まりつつあ

るようです。このまま減ってほしいものです。外

国人の入出国の規制もコロナ前の状態に戻りつつ

あります。 

 海外でのコロナ統計も変わりつつあります。新

規感染者数の発表はイギリスでは３月から、ブラ

ジルでは５月から、フランスでは６月から発表す

る日を限っています。スペインは最初から発表す

る日を定期的に休んでおり、ロシアや台湾は不定

期に休んでいます。 

 真面目に毎日発表する国のほうが多いのですが、

国によってコロナ統計をどうとらえているかはわ

かりません。 

 

コロナ対策の入国制限が大幅に緩和される

（ＮＯ．１６４２）（令和４年１０月１０日） 

 

 ２０２２年１０月１１日からコロナ対策のため

に実施してきた入国制限が大幅に緩和されます。

外国人観光客の受け入れを容易にし経済再生を図

るためです。 

 緩和の概要は 

① １日５万人の入国者数の制限の撤廃 

② 個人旅行客の入国を解禁 

③ ６８か国・地域からの短期滞在者はビザ免除

を再開 

④ 入国時に発熱などの症状がない場合のウィル

ス検査の撤廃、入国後の待機も不要 

です。 

 ただ今後も入国にはワクチン３回接種証明か、

出国時７２時間以内の陰性証明は必要です。 

 なお１１日からは国内の旅行支援やイベント割

も始まります。これもワクチン３回接種か陰性証

明は必要です。 

 入国時の制限の緩和は世界的な傾向で日本もそ

れに乗った感じです。 

 ただいくつかの不安材料がありすぐ外国からの

観光客が増えるとは思われません。例えば、最大

のお得意様だった中国はゼロコロナ政策を取って

います。国民の不要不急の出国を制限していて、

旅行目的の海外渡航はできません。コロナを完全

に抑え込んでいた台湾は感染者が急増しています。

タイはタイ国際航空が経営破綻したため日本便が

少なくなっています。ヨーロッパは航空機がロシ

ア上空を飛べないため日本までが遠くなっていま

す。 

 そんなマイナス要因がありますが、これを機会

に、円安で日本への旅行が魅力的になっているこ

とを何とか生かしたいものです。 

 日本の観光施設は受け入れ万端です。 

 

 

コロナ第７波が収束する前に再び感染が拡大

した（ＮＯ．１６５１）（令和４年１１月３日） 

 

 ２０２２年１１月２日コロナの日本国内の１日

の感染者が７万２５８人となり、７万人を超え１

１日連続で前週の同じ曜日を上回りました。 

 ７月初めに第７波に突入したコロナは８月１９

日に日本国内感染者２６万１３４３人にまで急拡

大しました。その後少しずつ減り始め、１０月１
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０日には１万８１３人まで減少しました。 

 ところが１０月２３日からは連続１１日間前週

の数字を超えています。１０月１０日の数字は１

週間で一番少ない月曜日の数字ですので第７波が

収まったとは言えないと思いますが、もし収まっ

たと判断するならすぐ第８波が始まったことにな

ります。この増加傾向はいつまで続くのでしょう

か。 

 いまの日本はすべてのイベントや会合が人数や

時間の規制がなくなり、日本人の旅行も内外とも

コロナ以前のように自由となっています。海外か

らも自由に受け入れています。 

 日本人は皆さんマスクはしていますが、政府の

見解は屋外では原則マスク不要、屋内の人の密集

するときだけマスクをすることのようです。 

 ワクチンは３回目までの接種率が約８３００万

人で６６.２％、４回目の接種した人が約４１００

万人、現在５回目の案内が来ています。ワクチン

は効いているのでしょうか。 

 ワクチン以外に感染者の増加を防ぐ手はあるの

でしょうか。 

 

コロナの第８波が始まった（ＮＯ．１６５３）

（令和４年１１月１１日） 

 

 ２０２２年１１月１０日、新型コロナ感染症対

策分科会の尾身会長は首相官邸で記者団に対し、

「感染の拡大が新しい波に入りつつある」と述べ

ました。また千葉県の熊谷知事は１０日の記者会

見で「第８波に入ったといってもいいのではない

か」との見方を示しました。 

 ここ１週間の日本国内の１日当たりの感染状況

を見ると、休日明けの１１月４日と７日は３万人

台ですが、他の日は６万人台が１日、７万人台が

２日、８万人台が２日となっております。その前

の１週間は２万人台から７万人台でしたから明ら

かに急増しています。ある専門家によると２週間

後にピークを迎えるなどの発言もあります。 

 第８波に入ったのは間違いないでしょう。欧米

はその兆候は今のところ見えていませんが、韓国、

台湾、中国でも感染者は増加傾向にあります。そ

の中でも日本は群を抜いています。具体的な対策

は出ていません。個人で予防するしかないのでし

ょうか。 

 

コロナの第８波が拡大中、いつ収まるのか（Ｎ

Ｏ．１６５８）（令和４年１１月２６日） 

 

 ２０２２年１１月２５日、コロナの日本国内の

１日の感染者が１１万８７６７人、１日の死亡者

が１７４人を数え、感染者の累計は２４２８万９

７０７人、死亡者の累計は４万９０８２人となり

ました。 

 コロナの第８波が少しずつ拡大しています。第

８波になってから１日あたりの感染者が１０万人

を超えたのは４日、死亡者が１００人を超えたの

は１０日にもなります。 

 １日あたりの感染者を１０万人、死亡者を１０

０人と少なめに見積もっても、感染者が２５００

万人を超えるのは１２月３日、死亡者が５万人を

超えるのが１２月５日となります。増加のスピー

ドが速まれば、１１月中にその数字を超えるかも

しれません。 

 もしそうなればその時点で日本がイギリスを抜

いて、アメリカ、インド、フランス、ドイツ、ブ

ラジル、韓国に次ぐ世界７位の感染国になります。 

 最近の傾向は韓国、台湾、中国、などで増加が

顕著になっています。欧米はマスクなしでもそれ

ほど増加していません。いま日本では政府も統一

教会などのほかの問題にかかりっきりでコロナに

はあまり目が向いていません。 

 ワクチン接種もとどこおっている感じです。何

とか年内に感染拡大が収まることを願っています。 

 

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆  

 この期間にコロナに関する下記のブログも書い

ています。 

・プロ野球がコロナ以前の試合形式で開幕（３月

２５日） 

・コロナの日本国内の感染者が８００万人を超え

た（５月６日） 

・コロナの日本国内の死者が３万人を超えアメリ

カ国内の死者が１００万人を超えた（５月１４日） 

・コロナの日本国内の１日あたりの感染者がやっ

と１万人以下となった（６月７日） 

・コロナの日本国内の１日あたりの感染者が過去

最多となった（７月１７日） 

・コロナの日本国内の１日の感染者が初めて２０

万人を超え、世界最大の１日の感染者数となって

いる（７月２４日） 


